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技術名称 パネクサス(簡単接合標識基板) 担当部署

NETIS登録番号 QS-190023-A 担当者 澤田 博和（ｻﾜﾀﾞﾋﾛｶｽﾞ）

会社名 日本カーバイド工業株式会社 電話番号 06-6233-0502

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機

　　　従来までの道路標識基板(ﾘﾌﾞ補強型薄板標識基板)は、アルミ平板にリブをスポット

　　溶接にて接合し、必要とする寸法の標識基板を製作していました。

　　　大型の標識基板においては、製作工場の加工設備の制限や輸送トラックの関係上

　　基板を分割して現場へ搬入し施工時に現地での組み立てを行っております。

　　　又、現場組み立てにおいては、連結部・L型鋼の背合わせ(ﾎﾞﾙﾄ＋ﾅｯﾄ留め)作業に

　　時間が掛かっておりました。

　　　本技術は、大型標識基板の現場組み立て(連結作業)の時間短縮を目的として開発

　　した新技術です。

２．技術の内容

　　　従来技術では、分割製作した道路標識基板を現場にて所定の形状に組立てる際

　　に分割された標識基板の端部にスポット溶接したL型鋼を背中合わせに突き合せ、

　　組み立て時にはこれらを300㎜ピッチにてボルト＋ナットで締結していました。

　　　本技術は、工場製作段階にて連結端部を凸及び凹の形状型材を使う事で、組み

　　合わせにより簡単で迅速に連結接合作業が出来る技術です。

３．技術の効果

　　・大型標識基板の現場組み立て作業の時間短縮。

　　　従来技術(ﾘﾌﾞ補強型薄板標識基板)に対し新技術ではアルミ押し出し型材の厚みを

　　　活かして凸と凹との接合組み立てを可能とする型材形状を採用した事で、現場での

　　　組み立てが簡単に出来、施工時間の短縮が期待出来ます。

　　・標識基板をアルミ押し出し型材にする事での裏面フラット化。

　　　裏面のリブ補強が無くなった事により、積雪地等では裏面に着雪がしにくく、道路上

　　　での雪落下による自動車事故の発生リスク低減が期待出来る。

　　・標識基板の製作寸法対応

　　　縦寸は、アルミ型材の組合せにより50㎜単位にて製作が可能です。

　　　横寸は、指定の寸法にて製作が可能です。

４．技術の適用範囲

　　・案内標識等の道路標識設置工事のうち、分割が必要な大型の標識板設置。

　　・交通規制が必要な既設標識の更新。

　　・接合ヤードが確保出来ない場所での標識設置(ﾄﾗｯｸ荷台からの直接設置)。

　　・寒冷地における着雪対策。

　　・損傷等で取替が必要となる標識。

技術概要

大阪営業所 フィルム・シート営業部
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５．製品カタログ
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技術概要

技術名称 テラグリッド補強土工法 担当部署 テラグリッド工法研究会

NETIS 

登録番号 
HK-160018-A 担当者 

岡三リビック（株）木村壮一 

東京インキ（株）原田道幸 

開発会社 

岡三リビック（株） 

東京インキ（株） 

北見工業大学 

電話番号 
岡三リビック（株）03-5782-9086 

東京インキ（株）03-5902-7628 

技術の概要 

1.技術開発の背景及び契機

従来のジオテキスタイル補強土壁工法は、壁面材に鋼製枠を使用しており、壁面近傍の締固め不

足や、塩害による壁面材の腐食や、凍上による壁面材の変形等の懸念があった。そこで、切土擁壁

では耐久性や耐候性に優れる材料として実績が多いジオセル擁壁に着目し、補強土工法への適用を

模索した。樹脂製のジオセルを補強土の壁面材に用いることで、確実に締固め度を得られる。さら

には塩害や酸性土壌や凍上に対する耐久性を飛躍的に向上させた。 

図-1 テラグリッド補強土工法部材概要図 

2.技術の内容

テラグリッド補強土工法は、壁面に樹脂製のジオセル「グランドセル」を用い、補強材にジオテ

キスタイル「トリグリッド」を用いた補強土工法である。平面的に配置するジオセルは壁面近傍か

ら背面までをハンドガイドローラーで十分に締め固めることで、作業の容易性とともに安定した盛

土を構築できる。また、鋼製枠と比較して軽量なため、搬入や組立時の運搬が容易であり、災害復

旧の工事に使用できる。さらには壁面から露出する金属材料がないため、塩害や酸性土壌に対する

耐久性が高く、海沿いや温泉地域や凍結防止剤を散布する地域での使用が期待できる。このほか寒

冷地においては、壁面近傍の盛土材はジオセルによって円形に包囲されるため、盛土材の凍結融解

の影響を受けにくく、寒冷地や山間部も安全性の高い盛土が構築可能である。 

「グランドセル」と「トリグリッド」を組み合わせた「テラグリッド補強土工法」は、安定性と安

全性を備える新たな補強土工法である。 

芯材：⾼強度ポリエステル繊維
被覆材：ポリプロピレン樹脂

補強材

壁⾯材

ポリエチレン⽴体樹脂
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 技術概要  
3.技術の効果 

①転圧が容易で、確実な締固めが確保できる →緩い勾配であるほど作業性が向上 

②部材が軽量で搬入時や組立時の運搬が容易 →災害復旧工事にも適する 

③金属材料が露出せず、耐塩害性能に優れる →海沿い、温泉地、寒冷地で効果を発揮  

④盛土材の凍結融解の影響を受けにくい   →寒冷地、山間部でも安定性・安全性に優れる 

⑤（一財）土木研究センター発刊「ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施工マニュアル第二

回改訂版」に準拠 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 ジオセル内外の確実な締固め    グラフ-1 RI 試験による締固め度（赤線） 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 凍上性確認試験（北海道北見市）    表-1 鋼製枠とテラセルの重量比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 完成写真（緑化状況）           図-2 標準断面図 

4.技術の適用範囲 

盛土高さは 20m 以下、設計土圧は 120kN/㎡以下、壁面勾配は 1:0.3～1：1.0 

基礎地盤が必要な支持力を有すること 

5.活用実績（2020 年 9 月 30 日現在） 

国の機関：22 件 自治体：9 件 民間：6 件 
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